
ビ
い
ふ
自
信
あ
る
が
爲
に
、
つ
ひ
之
に
乗
せ
ら
れ
て
天
位

を
凱
観
す
る
の
念
を
起
し
、
其
の
自
信
の
厚
き
、
唯
一
の

擁
護
者
ご
ま
す
欝
徳
天
皇
崩
御
の
後
に
も
、
な
ほ
其
の
僥

倖
を
夢
想
し
て
、
何
等
自
衛
の
策
を
講
ず
る
事
も
せ
す
、

何
等
運
働
が
ま
し
き
墨
に
も
鵠
で
す
、
天
皇
の
陵
下
に
盧

を
結
ん
で
念
佛
三
昧
に
耽
っ
て
居
る
こ
ご
が
田
來
た
の
で

あ
っ
π
o

　
道
鏡
の
三
豊
を
取
埋
け
る
史
上
幾
多
の
黒
塗
は
、
多
く

め
系
圖
の
示
す
が
如
く
彼
が
皇
胤
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
に

よ
っ
て
始
め
て
解
噛
し
得
る
の
で
あ
る
。
我
が
萬
世
一
系

の
皇
統
天
壌
無
窮
の
皇
運
は
、
薩
閥
三
訂
如
何
な
る
場
合

に
鞭
て
も
動
揺
し
た
、
め
し
は
な
い
の
で
あ
る
。
御
鏡
が

測
り
に
も
皇
嗣
た
る
べ
く
提
議
せ
ら
れ
、
彼
自
身
亦
そ
れ

に
よ
っ
て
天
子
た
る
べ
き
野
心
を
起
す
に
至
つ
だ
こ
い
ふ

の
も
、
畢
寛
典
が
皇
胤
で
あ
っ
た
が
爲
に
露
な
ら
ぬ
。
滋

鏡
の
凶
悪
を
惜
む
の
あ
ま
り
、
史
實
の
如
何
を
省
み
す
し

て
其
の
皇
胤
た
る
こ
ビ
を
聞
一
を
快
し
ご
せ
訟
も
の
は
、

爲
に
皇
位
の
野
薄
を
胃
濱
す
る
所
以
を
知
ら
ざ
る
も
の
ご
．

謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」

　
（
勢
照
）
餐
宣
阿
曾
鰐
；
『
中
央
史
壇
』
薫
／
5
號
（
國
史
上
疑
問
の
人
物
）

金

考

上

近
頃
我
が
京
都
帝
舞
働
學
文
學
部
の
陳
列
館
の
藏
に
鰭

第
六
僚
〕
　
　
研
　
究
　
　
　
金
　
　
　
轡
隅
　
　
考

文
學
博
士
　
濱
　
　
田

耕
　
作

し
淀
小
さ
い
鐡
形
の
銅
製
晶
が
一
つ
あ
る
。
長
さ
一
寸
六

分
五
厘
、
幅
一
分
七
厘
、
厚
一
分
五
厘
前
後
、
鍍
金
が
随

慮
に
残
っ
て
み
て
、
其
の
他
の
部
舜
は
暗
褐
色
の
銅
錨
を

第
四
號

二
五
　
（
五
コ
）



　
　
　
第
「
山
ハ
巻
　
　
　
三
一
　
究
　
　
　
金
　
　
　
澱
皿
　
　
考

呈
し
て
み
る
。
表
面
に
は
五
箇
の
咽
笛
を
現
は
し
、
四
ヶ

・
庭
に
二
線
並
行
の
切
目
を
作
っ
て
あ
る
。
裏
面
に
は
一
端

に
二
封
の
小
さ
い
脚
ε
、
租
々
離
れ
て
燈
の
中
央
部
に
近

く
謹
選
の
脚
ε
が
戴
目
を
以
て
示
さ
れ

で
る
る
。
其
の
製
作
は
至
っ
て
簡
軍
で

あ
っ
て
、
一
箇
の
細
長
い
棒
状
の
も
の

に
遇
ぎ
無
い
け
れ
ざ
も
、
此
の
形
態
に

よ
っ
て
我
々
は
直
ち
に
獄
　
（
じ
d
O
巳
び
団
×

筥
9
ど
の
露
量
を
現
は
し
た
も
の
で
あ

る
こ
ご
が
分
か
る
。
固
よ
り
其
の
環
節

の
数
が
實
物
の
孚
ば
し
か
無
く
、
脚
の

数
や
位
置
も
野
々
暖
昧
で
あ
る
け
れ
ご

も
、
爾
雅
翼
に
所
謂
「
啄
轟
々
要
言
」
こ

い
ふ
頭
部
の
恰
好
な
ざ
如
何
に
も
面
臼

《璽コ＝］二’＝理

く
出
当
て
み
る
。
我
々
は
此
可
の
小
さ
い
軍
純
な
作
品
か
ら

製
作
の
年
代
や
何
か
を
様
式
上
推
測
す
る
こ
ご
は
困
難
で

あ
る
け
れ
ざ
も
、
其
の
銅
色
、
鍍
金
の
色
合
ス
た
製
作
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
い
　
　
　
二
山
ハ
　
（
五
一
二
）

眞
摯
な
貼
な
ご
か
ら
し
て
、
之
を
他
の
漢
六
朝
時
代
の
銅

製
品
ご
比
較
し
て
、
少
一
こ
も
此
等
の
時
代
を
下
が
る
も

の
で
無
い
こ
ご
を
信
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
此
の
小
さ
い
鍍
金
の
鷲
…
形
を
手

側ζ憩＝T一τ．＝簗・
　　）L一ノ閂唱　　　　　　一．L；．h．．　　　　　　　14犀L〃

零
．

哀

銀
蘭
百
川
、

地
理
、
以
人
魚
膏
爲
燭
、
度
不
滅
者
久
之
、

先
帝
後
宮
、

　
に
し
て
、
忽
ち
思
出
し
淀
．
の
は
、
彼
の

　
秦
始
皇
帝
の
驕
山
陵
中
の
副
葬
品
中
に

　
む
　
　

　
金
野
あ
る
も
の
が
存
在
し
て
み
た
こ
ご

　
で
あ
る
。
此
の
陵
は
陳
西
省
臨
滝
縣
の

・，

A
東
西
に
よ
っ
て
、
史
記
に

　
　
「
始
動
初
帥
位
レ
穿
治
騒
山
、
及
早
天

　
　
下
、
天
下
徒
途
詣
七
十
除
萬
人
、
穿

　
・
三
盛
、
下
灘
而
致
榔
、
宮
観
百
官
、

　
　
奇
事
幽
趣
、
徒
藏
満
之
、
甲
信
作
機

　
　
差
矢
有
所
穿
、
近
者
藪
射
之
、
以
水

江
河
大
海
、
機
相
撃
輪
、
上
具
天
文
下
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
世
日
、

非
有
子
言
出
焉
、
不
宜
皆
令
從
死
、
死
者



　
甚
衆
、
影
響
已
下
、
或
言
工
匠
、
鴬
機
藏
皆
知
之
、
藏

　
重
即
泄
大
事
、
畢
已
藏
閉
中
、
羨
下
外
羨
門
、
盤
閉
、
工

匠
藏
者
無
復
出
者
、
樹
草
藁
象
山
」
齢
禁

ε
あ
る
も
の
是
で
、
其
の
誇
張
的
の
記
事
中
に
ざ
れ
迄
が

事
實
で
あ
る
か
分
ら
な
い
が
、
其
の
驚
く
可
き
墳
墓
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ラ
ミ
ヅ
ト

造
は
、
埃
及
の
ヶ
オ
ソ
プ
ス
の
金
字
塔
に
も
次
ぐ
大
仕
掛

の
も
の
で
あ
っ
泥
こ
ε
は
、
始
皇
帝
の
人
物
か
ら
し
て
も

之
を
推
測
す
る
に
難
く
は
妊
描
い
。

　
史
記
の
本
文
に
は
副
葬
品
に
關
す
る
詳
し
い
記
事
は
見

え
な
い
が
、
陵
土
留
だ
乾
か
ざ
る
に
、
「
項
甥
關
に
入
b
之

を
褒
き
、
三
十
萬
入
を
以
て
し
、
三
＋
日
を
蓮
べ
こ
も
窮

む
る
ξ
能
は
す
」
縫
泌
ご
云
は
れ
て
爾
響
輩
に
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
隠
蟹
ざ
共
に
金
鷲
…
或
は
銀
砂
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
ご

が
一
こ
の
書
に
見
え
て
み
る
。
帥
ち

　
「
始
皇
陵
、
豊
明
珠
爲
日
月
、
鋭
感
爲
画
聖
随
金
銀
爲
庵

　
雁
・
針
鍵
三
十
箔
、
四
門
施
微
」
嬉
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
F
轟
儲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
「
群
國
志
日
、
始
皇
陵
窮
銀
獄
金
聾
、
以
多
奇
物
、
故
俗

　
　
　
入
山
ハ
総
　
　
　
研
　
　
究
　
　
　
金
　
　
　
鱒
職
　
　
考
・

　
黒
闇
王
地
市
、
」
蛛
里
山
　
へ
以
上
二
書
挾
西
諸
志
罫
引
に

　
盛
る
）

　
ご
、
金
銀
の
差
は
あ
る
の
み
な
ら
す
、
此
の
書
の
傳
ふ
る

所
が
ざ
れ
丈
け
信
用
す
可
き
も
の
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

る
が
、
兎
に
角
古
く
か
ら
其
の
内
に
金
轡
…
若
し
く
は
銀
獄

な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
ご
を
傳
へ
ら
れ
て
る
る
こ
ご
が
分

・
か
る
。

　
然
る
に
金
獄
な
る
も
の
が
墳
墓
に
副
葬
せ
ら
れ
た
こ
ビ

は
、
軍
に
始
皇
の
陵
の
み
で
は
な
い
。
他
に
も
多
く
の
例

謹
を
爽
見
す
る
こ
ε
が
出
覚
る
。
師
ち
異
王
闊
閥
の
夫
人

　
　
　
　
　
む
　
　

の
墓
に
は
「
金
工
玉
燕
各
千
徐
讐
彊
が
あ
っ
た
こ
ご
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

記
し
、
齊
桓
公
の
墓
を
永
嘉
の
末
襲
書
し
て
、
「
金
鷲
藪
千

三
」
気
中
を
得
た
ビ
あ
b
、
叉
た
安
徽
省
姑
軌
に
於
い
て
、

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む

桓
温
の
女
の
塚
を
登
い
蒔
、
「
金
三
鷹
陰
欝
麩
難
断
三

が
出
た
こ
あ
り
、
又
た
漢
の
劉
王
の
墓
は
、
廣
州
府
番
偶

城
の
東
に
あ
る
の
を
、
明
の
崇
頑
九
年
登
遇
し
た
の
に

　
「
有
金
人
如
翁
仲
之
藻
岩
、
凡
数
牧
、
翠
之
論
難
十
五
六

鎮
四
號

二
七
　
（
五
＝
二
）



聴

第
山
門
艦
〕
　
　
研
　
，
穿
…
　
　
金
　
　
　
〃
鑓
　
　
　
蔚
・

斤
、
其
正
雌
粗
金
像
、
琵
而
坐
、
若
王
漕
、
輿
后
之
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
煮
麺
ム
ハ
十
斤
，
地
皆
金
幾
蝕
珠
軽
軽
之
、
有
鏡
一
、
白
回
饗

　
光
、
燭
照
暗
中
、
如
“
月
、
寳
硯
一
、
翼
壁
池
有
玉
魚

　
能
遊
動
、
其
他
異
物
樹
多
、
不
可
指
譲
L
刷
了
醐
誌
＋
六

ご
あ
る
の
は
、
何
れ
も
名
の
分
か
つ
た
人
の
墳
墓
ビ
傳
へ

ら
れ
て
る
る
も
の
に
厨
す
る
が
、
此
の
外
不
明
の
塚
墓
の

例
ビ
し
て
は
、
江
蘇
省
下
郡
の
一
墓
か
ら
は
、
「
有
一
棺
術

全
、
有
藻
契
、
整
数
」
鍍
欝
六
三
え
、
四
川

省
盆
州
に
於
い
て
は
、
一
古
墳
の
石
榔
中
か
ら
、

　
「
銅
器
十
除
種
、
並
古
形
、
玉
．
璽
三
枚
、
珍
賓
甚
多
、
不

可
皆
識
、
斜
鋤
獅
錨
蜥
駅
者
、
皆
数
回
」
継
蜷
響
籠

ご
あ
る
、
綱
末
か
ら
壁
代
の
墳
墓
ご
想
像
せ
ら
れ
る
も
の

か
ら
、
金
銀
の
獄
形
が
幾
見
せ
ら
れ
た
こ
冠
が
、
頻
々
ご

し
て
報
道
せ
ら
れ
て
あ
る
。
而
し
て
此
の
金
獄
曇
晃
の
こ

ご
は
、
除
程
入
管
の
注
意
を
惹
い
た
事
實
ご
見
え
て
、
六

朝
時
代
の
詩
の
中
に
も
．
例
へ
ば
梁
の
何
遜
の
「
塘
邊
見

古
塚
」
ご
題
す
る
詩
に

第
四
號

二
入
　
（
五
一
四
）

　
「
行
路
一
孤
墳
、
路
成
墳
已
嚢
、
塞
疑
年
歳
蕨
、
不
知
陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
二
階
、
…
必
至
秋
葉
黄
、
縢
見
藩
流
彌
、
金
獄
不
可
織
、

　
玉
樹
何
曾
蕊
、
階
上
壌
馳
人
、
笑
歌
麹
移
靡
、
今
縫
諜
明

欝
、
所
念
資
望
此
儲
燵

ご
、
金
獄
ご
玉
樹
ビ
を
思
し
て
、
戚
概
を
逓
ぺ
て
る
る
の

を
見
て
も
、
推
察
す
る
に
足
る
ε
思
ふ
Q
私
は
此
の
文
献
・

に
見
は
れ
て
み
る
金
獄
な
る
も
の
が
、
堕
ち
、
今
度
親
し

く
我
々
の
手
に
し
た
鍍
金
の
獄
形
を
謂
ふ
に
外
な
ら
な
い

ご
信
ず
る
の
で
あ
る
。

下

　
以
・
土
の
記
事
に
よ
っ
て
、
我
々
は
金
轡
或
は
方
今
…
な
る

も
の
が
、
少
く
ε
も
周
末
か
ら
漢
代
の
墳
蓬
の
樹
蕪
品
中

の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
ざ
を
推
測
し
て
差
支
へ
無
く
、
腕
一
墓

に
数
十
篭
墨
銀
叢
瑠
の
こ
が
、
数
斗
こ
か
云
ふ
多
数
を
も
藏

し
た
も
の
ら
し
く
思
は
れ
る
。
而
し
て
今
ま
鍍
金
銅
製
の

鷲…

`
の
一
遺
品
の
存
在
か
ら
見
て
、
是
は
元
來
銅
製
で
そ
、



れ
に
金
銀
を
鍍
金
し
た
も
の
を
指
し
た
の
で
あ
ら
う
ビ
、

想
像
す
る
に
充
分
で
あ
る
。
此
の
金
気
を
副
葬
す
る
こ
ε

は
何
時
頃
か
ら
起
っ
て
、
何
時
頃
ま
で
繊
饗
し
だ
風
習
で

あ
る
か
は
明
．
か
で
無
い
が
、
圃
末
秦
初
か
ら
存
在
し
て
居

っ
た
こ
だ
は
、
動
上
の
齋
桓
公
や
秦
始
皇
の
墓
陵
か
ら
想

橡
出
掃
き
、
六
朝
頃
の
人
々
の
書
い
た
も
の
に
、
之
を
珍

異
な
る
も
の
ご
し
て
居
る
慮
か
ち
考
へ
て
、
其
の
頃
巳
に

行
は
れ
て
居
な
い
習
俗
で
、
漢
代
頃
ま
で
“
繕
え
て
し
ま

っ
た
こ
ご
か
ご
も
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
梁
の
元
帝

の
絡
置
字
出
子
に
「
然
擬
中
石
屏
風
、
木
人
ト
車
馬
、
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

車
鶴
璽
難
物
、
一
切
勿
爲
、
金
獄
舎
吐
緯
之
實
、
論
難
乏
司
・

農
之
用
」
ご
あ
る
の
は
、
饗
し
も
當
時
の
習
俗
を
云
つ
π

も
の
で
無
く
、
寧
ろ
考
古
學
土
の
事
歴
を
交
章
に
用
ひ
た

に
過
ぎ
な
い
ご
見
ら
れ
や
う
。

　
去
て
獄
形
の
模
造
品
を
墳
墓
の
副
葬
昂
に
見
る
こ
ご
は

如
鰐
な
る
理
由
に
本
つ
く
で
あ
ら
う
乎
。
漢
六
朝
以
前
の

綱
葬
草
中
に
、
我
々
は
燕
雁
晃
難
等
の
鳥
形
、
馬
牛
羊
家

　
　
　
第
山
一
翼
聯
　
　
研
　
　
究
　
　
　
金
　
　
　
鴛
…
　
　
考

離
狗
等
の
雲
形
、
蠕
蛉
維
魚
等
の
動
物
を
見
る
の
で
あ
る

が
、
此
等
の
う
ち
聖
者
は
家
畜
ご
し
て
、
或
は
愛
玩
動
物

ε
し
て
の
意
義
か
ら
、
或
は
辟
邪
淫
勝
的
の
目
的
か
ら
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
併
し
鷲
…
の
仔
虫
の
形
態
其
者
に

何
等
の
美
里
は
無
い
。
た
や
絹
糸
の
産
出
者
ε
し
て
、
其

の
聯
想
か
ら
之
を
官
署
せ
ら
れ
る
の
に
過
ぎ
な
い
。
併
し

此
の
絹
の
産
出
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
實
に
支
那
に
取
っ
て
非

常
に
重
大
な
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
特
に
屑
代
以
降
秦
漢
の

際
に
於
い
て
、
此
の
養
鰻
…
三
蔵
が
非
常
に
盛
ん
ε
な
り
、

日
本
に
も
恐
ら
く
は
秦
漢
の
際
朝
鮮
を
経
て
傳
っ
淀
も
の

ε
思
は
れ
る
。
（
慮
瀞
天
皇
の
朝
秦
氏
及
び
支
那
入
融
池
王
、

な
る
も
の
秦
民
を
牽
み
て
來
朝
し
養
獄
を
行
ふ
ざ
あ
る
）

周
代
に
於
い
て
は
、
天
子
諸
侯
皆
な
必
ず
養
獄
室
を
有
し

后
妃
妻
妾
親
ら
之
に
携
は
b
、
其
の
以
後
に
至
っ
て
な
ほ

■
其
の
風
を
傳
へ
て
居
る
。
漢
代
に
は
司
獄
の
紳
こ
し
て
苑
．

籏
婦
入
寓
民
公
主
裏
芸
を
祭
つ
る
こ
ε
が
見
え
る
。
斯
の

如
く
朝
庭
及
び
貴
族
が
特
に
親
し
み
を
有
し
て
居
た
養
獄
’

　
　
　
　
　
　
　
第
四
魏
　
　
　
二
九
（
五
一
五
）



　
　
　
第
山
田
燃
尊
　
　
研
　
　
究
　
　
　
金
　
　
　
慧
　
　
　
考

支
那
の
特
産
で
あ
る
産
繭
の
事
實
は
、
綴
代
に
於
い
て
副

葬
品
ε
し
て
獄
形
の
も
の
が
製
作
せ
ら
れ
、
黄
泉
の
世
界

に
於
け
る
重
質
の
象
徴
ε
し
て
用
ゐ
ら
れ
、
或
は
数
十
箔

数
斗
の
多
さ
を
埋
藏
せ
ら
れ
た
こ
ご
を
了
解
せ
し
む
る
に

足
る
の
で
あ
る
。

　
支
那
は
全
世
堺
に
於
け
る
養
盤
の
先
騙
者
で
あ
り
、
黄

帝
の
元
妃
酉
陵
の
螺
祀
な
る
も
の
始
め
て
民
に
之
を
激
ヘ

セ
ε
云
ふ
書
い
傳
説
以
摩
、
支
那
の
特
産
晶
ε
な
り
、
支
那

の
國
名
ご
し
て
希
臓
羅
馬
に
行
は
れ
た
「
セ
ー
レ
ス
」
「
セ

フ
カ
」
の
如
き
も
支
那
の
絹
「
セ
ー
ル
し
の
名
か
ら
起
っ
て

る
る
こ
ご
、
叉
た
紀
元
前
後
か
ら
支
那
の
絹
が
希
臓
羅
馬

諸
地
方
に
盛
に
楡
爾
せ
ら
れ
、
途
に
近
代
欧
洲
語
の
絹
の

語
に
ま
で
残
っ
て
み
る
こ
ε
は
、
歴
間
周
・
郷
の
こ
ご
で
あ

る
。
而
し
て
是
は
一
方
に
於
い
て
は
東
西
交
通
の
磯
達
他

方
に
於
い
て
は
支
那
周
秦
以
來
産
絹
の
大
獲
展
を
暗
示
し

て
み
る
こ
ざ
に
外
な
ら
な
い
。
而
か
も
之
ご
並
行
し
て
周

末
か
ら
秦
漢
の
陵
墓
に
獄
形
の
副
葬
せ
ら
れ
た
習
俗
を
見

第
四
號

三
〇
　
　
（
五
｛
↓
ハ
）

る
こ
ご
は
頗
る
興
昧
あ
る
現
象
で
は
無
い
か
。
私
は
此
の

支
那
薫
化
史
上
の
一
大
事
實
を
物
語
る
此
の
小
さ
い
金
鷲
凹

を
、
我
が
大
學
の
標
本
室
に
見
出
す
に
至
つ
だ
こ
ε
を
大
臼

に
喜
ば
ざ
る
を
得
な
い
。
（
六
、
十
二
）
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